
※この報告書は、なごや環境大学のウェブサイト上に記録として掲載されます。

講座番号 Ｂ－３３ 講座名

記載日 2018/7/29 団体名・企業名

・大人でも童心に帰って楽しめ、生き物や自然の大切さに気付けました。
・短時間で様々な生き物が発見でき、磯の多様性を学べて楽しかったです。
・ゴミが流れ着くマップが衝撃的だった。
・いろんな生き物の説明をしてくれたので、子どもたちの自然への興味が深まったと思います。
・親子ともども楽しく過ごせました。

＜写真添付スペース（1〜2点）＞

写真１ 写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

参加者は予定していた人数には程遠く残念だったが、２回とも、参加者にはとても好評だった。１
時間という時間はあっという間に過ぎ、もっとやっていたかったという声が多かった。
名古屋から渥美半島は遠いが、「また来たい」という声もあり、渥美の磯の魅力が伝わったよう
だ。これからも、この磯の魅力を発信し、「２時間かけても行きたい」という講座にしたい。

事業実績報告書

渥美の磯で珍しい着物を探そう！

環境ボランティアサークル亀の子隊

〈講座全体の概要〉(300字程度)

活動場所となる磯は、後背地にすぐ山が迫り、汽水域となるところである。干潮で潮が引くと、幅１
５Ｍ長さ１００Ｍほどの磯がしっかりと顔を出す。そこにはタイドプールがいくつもあり、岩陰や海藻
に隠れた小魚やエビなどを見つけることができる。少し、波打ち際に行くと、少し大きめの生き物
たちも捕獲することができる。汽水域ということで、アユカケなどの淡水魚も見つかることがある。
活動のはじめには、イソギンチャクに触れてもらう。少し押すと、水を吹きだす様子にみんな驚く。
また、岩にくっついているヒラザガイやツブガイなども興味に合わせて説をする。広い磯で自由に
活動し、何種類ものカニやヤドカリなどを見つけて楽しんだ。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

６月３日　生き物を探す講座参加の子ども ７月１日　参加者が見つけたウミウシの仲間

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)

様式２
(2018年度)
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